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課題名
９７ナシの施設栽培

試験研

究年次

Ｉ目的

トンネルの除去適期

６３～１年(完了）

分類

ナシのトンネル被覆栽培における天井ビニルの適切な除去時期を検討して施設栽培
~p'

の技術確立に資する。’

Ｉ試験方法

１試験場所場内

２供試樹幸水９～10年生，

３試験区

(1)５月１
，

■

０日天井ビニル除去(2)５月２０日天井ビニル除去

(3)６月１０日天井ビニル除去(4)対照(露地） ●bO

①

４処理方法トンネルの構造は､アーチ間口２m、棟高80cm､４連棟、長さ50mとした。ピ

ニルは３月１３日にサイドを付けて被覆した。

５試験規模１区８m×24m(3樹）反復なし

６糖分析ガスクロマトグラフ法

Ⅲ主要成果の概要

１８月８日収穫の果実では、天井ビニルを早期に除去した５月１０日区が果皮色（カラー

チャート）の進みが早かった。５月２０日区と６月１０日区は果皮,色に差が認められないが

露地よりも１０日程度成熟が早まった。

２果実硬度は年による差が大きく、処理区間の差は小さい。！

３Brixは処理区間で差は少ないが、露地に比べると低かった。

４糖の組成で比較するとトンネル栽培は露地栽培に比べ甘味度の小さいソルピトールの割合

が低く、甘味度の大きい果糖、ブドウ糖及びしょ糖の割合が高い傾向が認めた。

以上のことから、幸水のトンネル被覆栽培では露地に比べ、Brixは低下するものの甘味度の

大きい糖の割合が上昇するので食味は向上する。しかし、５月２０日以降まで被覆すると果
lｄ－I

皮の進みが遅延するので天井ビニルは５月になると早めに除去する方がよい。

寸■
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Ｗ主要成果の具体的データ

第１表収穫果実の果皮色分布と果実品質（63年）

天井ビニル調査日収穫果の果皮色(ｶﾗｰﾁﾏｰﾄ)分布硬度Ｂｒｉｘ酸度

除去時期１．５２２．５３３．５計（pH）

５月10日８月８日5.8％28.9％41.3％19.8％4.2％100％5.4ｋｇ11.6％５．０

５月20日８．８１５．４３４．６３３．６１５．４１．０１００５．４１１．４５．０

６月10日８．８２７．４２３．０２３．０１１．５１５．１１００５．４１１．５５．１

’0

第 ２表トンネル栽培の果実品質及び糖組成（1年）

天井ビニル収穫日平均ｶｦｰﾁ‘r-ト硬度Ｂｒｉｘﾀｴﾝ酸糖組成

除去時期果重地色表面果糖ブドウ糖ソ"ﾄｰﾙしょ糖

月．日３ｋ９％ ％％％％％

５月10日８．８３８９２．４４．４３．２１１．７０．０９４．４２１．６８1.682.07

5月20日８．８３９３１．８３．９３．６１１．８０．０９4.761.47.1.552.47

6月10日８．８３５７２．５４．９3.111.30.09４．５１１．５４１．６４１．６５

露地８．１７４００２．２４．１３．５１２．７０．１０４．２２１．３９１．７３２．０５

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

トンネル被覆栽培における天井ビニルの除去時期決定の資料となる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名

昭和63年～平成元年度福岡県農業総合試験場果樹関係成績書“
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